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大津・SDGs 協働支援チャリティプロジェクト 2021　ご協賛企業・団体

大津 SDGs 協働支援チャリティプロジェクト 2021 夏のイベントてんこ盛り！

Monday＆Saturday
9：00-19：00
大津市市民活動センター
　大津市浜大津 4‐1‐1
077-527-8661

広告募集中

　詳細はセンターまで
　　お問合せ下さい

正和設計
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一般社団法人　

滋賀グリーン活動ネットワーク

大津・SDGs 協働支援
チャリティ
プロジェクト2021 START

今年度のテーマは

「目標１：貧困をなくそう」

将来の「相対的貧困」の要因はいろいろ・その対策は
相対的貧困とは、、、、、

  OECD の基準では、世帯の所得が、その国の等価可処分所得の中央値の半分

に満たない状態のことです。（等価可処分所得とは「世帯の可処分所得 (収

入から税金・社会 保険料等を除いたいわゆる手取り収入 )を世帯人員の平

方根で割って調整した所得」で、その中央値とは「等価可処分所得を低いも

のから高いものへと順に並べて 2等分する境界値」です）

  2018 年の貧困線は 127 万円で「相対的貧困率（貧困線に満たない世帯員の

割合）」は 15.4% です。

相対的貧困とは、、、、、

  OECD( 経済開発協力機構 ) の基準では、 世帯の所得が、 そ

の国の等価可処分所得の中央値の半分に満たない状態のことです。

  2018 年の国民生活基礎調査では、 貧困線は 127 万円で 「相対的貧

困率 （貧困線に満たない世帯員の割合）」 は 15.4% です。 また子どもの

貧困率は 13.5％で約 7 人に１人の子どもが貧困の状態にあります。

※等価可処分所得とは… 「世帯の可処分所得 ( 収入から税金 ・

社会保険料等を除いたいわゆる手取り収入 ) を世帯人員の平方

根で割って調整した所得」 で、 その中央値とは 「等価可処分所

得を低いものから高いものへと順に並べて 2 等分する

境界値」 です
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サポーター M サポーター H

スタッフｋ

子どもの貧困の要因として 「親世代の

貧困が連鎖すること」 が言われていますが、 今回の

「ちぇけらっ」 では、 それ以外の様々な要因と、

それに対応しておられる団体を取材しました。

不登校 ・ ・ ・ ・

学習障害 ・ ・ ・

外国にルーツがある ・ ・ ・ ・

大津 ・ SDGs 協働支援チャリティプロジェクトとは
大津市市民活動センターでは、市民・企業・行政・大学による四者協働と
して、2018 年より「SDGs( 持続可能な開発目標 )」の理解を深めながら、
住みやすいまち・大津を目指すプロジェクトを進めてきました。4年目の
2021 年度は SDGs１「貧困をなくそう」をターゲットにし、昨年に引き続
き「子ども・若者」支援に焦点を当ててプロジェクトに取り組みます。

特設HP

取材：サポーター Mと H

イラスト：看板屋ごろ吉

日付　2021年 8月22日(日)
時間　10 時～ /13 時 30 分～
対象　市内の小学校 3-6 年生
定員　各 15 名 ( 要予約 )
費用　1200 円 ( 画材費込み )

キッズ夏休み

SDGs 絵画教室！　

SDGs

カードゲーム

日付　2021 年 8 月 27 日 ( 金 )
時間　10 時～ /13 時～　
対象　小学 4年生以上
定員　大人 20 名　子ども 20 名
費用　大人 1000 円　子ども 500 円
　　　親子割　1300 円

大人と子どもが一緒にグループをを組み SDGs の達成に向けて
何が必要か何に取り組まなければならないのか考えながら楽
しく学びましょう。親子で参加も大歓迎です☆

アートをツールに子どもの心を育む「こどもアトリエ青」の石田
先生を講師に迎え水彩画教室を開いていただきます。絵を描くこ
とが苦手な子も好きな子も楽しく想像力、創造性を培っていきま
しょう。



K ： 大津市内で困りごとを抱えた子どもの支援している団体さんを取材してみてど
うでしたか？

M ： 「日和」 さんでは、 外国籍の子どもたちが楽しめるように学ぶ場づくりへの工
夫を感じました。

H ： 「びわフリ」 さんもそうです！とても楽しく遊んでいた、 いい表情で過ごせて
いましたよ。

K ： 子どもが来やすいようにって配慮はどこの団体にも感じられましたよね。

M: 外国籍の子どもの就学状況 (図１) を見ると、 5 人に 1 人は就学していない可能
性があって、 支援が行き届いていないのではと思いました。

H ： 不登校によって 「みんながしてる経験ができない」 に気づきました。 学校以
外のフリースクールは習い事と比べても金銭的にも割高。

K：小学校１年生のうち読み書きが困難な子どもが１割ほど居ることも衝撃的でした。
周りがちゃんと気づいてあげて、 発達や特性に合わせた支援をすることの大事
さを痛感しました。

Ｍ： 外国籍の子は母国語以外で学ぶんだから大変 ・ ・ ・ 障がいがなくても支援が
当然必要ですね。

K ： 「低学歴 ・ 中退で働けるところは少ない」 と思うと、 学習や経験の格差の解消
はすごく大事ですね。 それなのに教育に対する公的支出 *では、 OECD の平均
が 4.1% なのに、 日本は 2.9% と加盟国の中で最低です。

ＭＨＫ： 私たちも、 地域では今回取材した団体を応援したり協力するということが
ありますが、 団体の善意に頼ってしまっている社会だということを意識して、
政策や制度を改善していくことも必要になってきますね。

＊「GDP( 国内総生産 ) に占める初等教育から高等教育までの公財政支出 （2017）」

びわ湖フリーわいわい （通称 ・ びわフリ）

学校に行けない・行きたくない
――学校以外の場所で学び育つ子どもと　
　親のあそび &おしゃべりの場

＜参加するには＞
月に一度、 大津市内の公共施設で土日祝不定期開催。
詳細はホームページ （https://www.biwafree.com） でご確認ください。

世話人 ： 大町航也 ・ 千恵
問い合わせ　biwafree@gmail.com

　びわフリは、 不登校 ・ 行き渋りで悩んでいる親子を対象
にした集いの場です。 参加した子どもたちは自由に好きなことをして過
ごします。 保護者は子どもと一緒に遊んだり、親同士悩みを打ち明けあっ
たり…。

　世話人の大町さんは、 「外の世界に出た時にギャップで挫折しないよう
に、 ちょっとずつ家族以外の他人と関わって、 『（子ども自身が） 大丈夫』
と思えるようになってほしい。 びわフリをそのステップとして使ってもらえ
たら」 と話します。

　いざ子どもが不登校になったら、 親自身も戸惑うはず。 そんな時、 び
わフリのような気軽に集えて悩みを打ち明けられる場所の存在は、 保護者
にとっても心の拠り所になるはずです。

　大町さんは、 不登校児の親の交流会やフリースクール、 子どもの居場所
などの情報ハンドブックの発行にも関わりました。 「不安を抱えている人た
ちが孤立しない」 ためにも、 こういう情報の共有も大切だと改めて感じま
した。

毎土曜、 瀬田公民館で日和さんは 「学習が困難な外国
籍の方の為の学習会」 を開いています。 スタッフのほとんどが学生ボラン
ティアです。 子どもたちとも仲が良くて、 部屋に入ってきた子はニコニコ
しながら最近あったことなど話し始めます。

支援は小学生から高校生までと幅が広いので、 一人一人学習する内容
は様々です。 小学生には部屋の時計や窓から見える物を指差しながら単
語を教えたり中学二年生には 「マンガ枕草子」 を見ながら、 身振り手振り
で一緒に古典の勉強をしています。 子どもたちは、 学校でわからなかった
こと、 詳しく聞きたかったことなど真剣に教わりながらも、 温かい空気に包まれていました。
コロナ以前は 「各国のお料理教室」 「BBQ」 「忘年会」 など、 保護者も一緒に楽しめる企
画もあったそうです。

今回取材して、 日本で暮らす子どもたちの困りごとに私も向き合っていきたいと思いまし
た。

 日和 - 寺子屋 大津

＜参加するには ・ボランティア募集＞
毎週土曜日、 瀬田公民館 2 階の作業室で開催
ボランティアスタッフいつでも募集。
英語ができなくても、 子どもたちと一緒に遊んだり
お話したりするだけでも OK です。
活動に興味をもった方はお気軽にご連絡ください。
Email: hiyori_o2@yahoo.co.jp

外国にルーツを持つ・
日本語理解が難しい

  発達障害、 不登校 ・ 登校拒否、 学力不振等の児童とその家族、 教員、 市民に対して、
大学の研究成果を活かしながら子育て全般を支援している団体です。 講座や書籍などを
通じて、 子育ての啓発にも取り組まれています。

　学習障がいの子どもは、 「どうしてできないの？」 「もっと頑張りなさい」 と言わることが多く、 自否
認 ・ 回避 ・ 自分への冷やかしなどの反応を無意識にすることがあるそうです。 まずは学習より安心と自
尊心を確立することが大切だそうです。

　指導は一対一を基本とし、 「教えない」 「言葉では説明しない」 「間違いを指摘しない」 など、 自分
で気づくことを待つことが重要とのことです。 そのうえで、 粘土や積み木を使う直接的な学習援助を
されています。

　「例えばタブレットの使用等ができると救われる子は多いかもしれない」 とお聞きしました。 私自身この取材をきっ
かけに、 ディスクレシア （難読症） など、 特性に合う学習方法の習得により子ども達の生きづらさや将来の貧困解消
につながると思いました。 

字が書けない  だけど、さぼってなんかいない

SKC キッズカレッジ （前滋賀大キッズカレッジ）

＜ボランティア募集＞
活動時間 ： 火～木の午後 （2 時～ 5 時）、 土曜　午前 ・午後
最低、 月２回の学習室の一コマ （１時間） の指導に参加でき
ることが条件です。 学歴、 資格などは問いません。
1 日 5 時間×２日間の研修を受講したあと希望に応じて活動
していただきます。
詳細は電話で　077-511-9589
申し込み随時 （申し込みがあり次第、 個別に説明会を開き研
修日程を決めます）

←「“安心と自尊心” を柱に 発達障害の子ども ・ 青年の

成長の記録 ＳＫＣキッズカレッジ保護者 ・ 当事者の手記」

著書 ：ＳＫＣキッズカレッジ手記編集委員会 （編）

出版社 ： 文理閣

↑「学校に行きづらい子どもたちのための
育ちと学びのサポートブック　大津エリア」
発行 ： 社会福祉法人大津市社会福祉協議会

↑8 言語の情報誌 ： みみタロウ
発行 ： 公益財団法人滋賀県国際協会

～関連冊子～

図１

(2019 年・文部科学省
グラフ引用：日本経済新聞 ) 

日本の小中学校や
外国人学校に就学

82％

外国人の子どもの就学状況

実態不明

就学状況が
確認できず

出国・転居不就学

8

7

将来の「相対的貧困」

　　　　　を防ぐために

行くぞｰ!!

将来の

「相対的貧困」の

要因はいろいろ・

その対策は


